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こうほうこうほう

題名『ゴミゼロ・キャンペーン』　～　浦波正彦さん（西町３丁目）の作品

今年度の後期高齢者医療保険料‐保険料率は昨年度と同じ保険

特定健康診査を受けよう 今年は７月７日から保健

日の出公園再生計画の見直し観光

学校支援ボランティア募集教育

インターネットで図書等の検索が可能に図書館

「児童手当現況届」は６月中に提出を子育て



所得割の軽減
＊被保険者個人の所得で判定

均
等
割
の
軽
減（
下
表
）

＊
被
保
険
者
と
世
帯
主
の

所
得
の
合
計
で
判
定
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

平
成　

年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

２１

の
保
険
料
率
は
、
平
成　

年
度
と
同
じ
で
す
。

２０

平
成　

年
度
の
保
険
料

２１

保
険
料
軽
減
の
一
部
変
更

　

国
の
保
険
料
軽
減
の
見
直
し
に
よ
り
、
７

割
軽
減
の
対
象
者
は
、
４
月
か
ら
も
引
き
続

き
８
割
５
分
の
軽
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
に
な
る
方
へ
は
、
見
直
し
後
の
保
険

料
額
で
「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
使
用
の
保
険
証
は
、７
月　

日
が
有

３１

効
期
限
の
た
め
、８
月
か
ら
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
。

　

７
月
下
旬
に
新
し
い
保
険
証
を
送
付
し
ま

す
の
で
、新
し
い
保
険
証
が
届
き
ま
し
た
ら

古
い
保
険
証
は
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
保
険
証
の
交
付

１年間の保険料
（限度額５０万円）

※１００円未満切捨て
※月の途中加入は加入月か
　らの月割

＝
所得割　（平成２０年中の所得－３３万円）×９.６３％

　所得とは、前年の収入から必要経費（公的年金等控除額や給与所得控除
額など）を差し引いた額で、社会保険料控除・医療費控除・配偶者控除な
どの「所得控除」を適用する前の額です。 遺族年金・障害年金は収入に
含みません。

＋
均等割

一人当たり
４３,１４３円

平成２１年度の均等割

�

平成２０年度の均等割
所得等が次の金額以下の世帯

均等割額軽減割合均等割額軽減割合

４,３００円９割軽減
６,３００円８割５分軽減

３３万円以下かつ世帯内の被保険者全員が年金収入
８０万円以下で、他の所得がない

６,３００円８割５分軽減３３万円

２１,５７１円５割軽減２１,５７１円５割軽減３３万円＋（２４万５千円×世帯主以外の被保険者数）
※一人世帯は該当しません

３４,５１４円２割軽減３４,５１４円２割軽減３３万円＋（３５万円×世帯内の被保険者数）

�
�
� 前年の所得から３３万円を引いた額が５８万円以下の方は、所得割が５割軽減されます。

　例�年金収入１８０万円の場合
　　１８０万円－１２０万円（公的年金等控除）－３３万円（基礎控除）＝２７万円　→　５８万円以下なので軽減対象
　　２７万円×９.６３％×５割＝１３,０００円　→　年間保険料のうち所得割額

�

�� 平成２１年度の年間保険料の計算方法 ��

問
合
せ

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
�
０
１
１
‐
２
９
０
‐
５
６
０
１

　

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
�
�
６
９
８
５　

　例�年金収入１５０万円のみで一人世帯の場合
　　１５０万円－１２０万円（公的年金等控除）－１５万円（６５歳以上の公的年金等所得にかかる特別控除）＝１５万円　→　８割５分軽減に該当

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
の
保
険
料

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
に
加
入
し
た

と
き
、
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方

は
、
加
入
し
た
と
き
か
ら
２
年
間
、
所
得
割

が
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
は
均
等
割
が
９
割
軽

２１

減
さ
れ
、
年
間
の
保
険
料
額
は
４
千　

円
で

３００

す
。
対
象
に
な
る
方
で
、
通
知
書
の
保
険
料

額
が
９
割
軽
減
に
な
っ
て
い
な
い
方
は
、
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
被
用
者
保
険
〜
全
国
健
康
保
険
協
会
管
掌

　

健
康
保
険
や
組
合
管
掌
健
康
保
険
、
共
済
組

　

合
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
健
康

　

保
険
の
こ
と
で
、
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険

　

や
国
民
健
康
保
険
組
合
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

口
座
振
替
が
お
勧
め
で
す

　

平
成　

年
度
保
険
料
が
軽
減（
均
等
割
８

２０

割
５
分
・
所
得
割
５
割
）さ
れ
た
こ
と
で
、
保

険
料
が
昨
年　

月
以
降
年
金
か
ら
差
し
引
か

１０

れ
て
い
な
い
方
の
今
年
度
の
納
入
方
法
は
、

�
７
月
〜
納
入
通
知
書

�
　

月
〜
年
金
差
し
引
き
と
な
り
ま
す
。

１０

　

口
座
振
替
に
切
り
替
え
を
希
望
さ
れ
る
方

は
「
預
金
通
帳
」
と
「
通
帳
の
届
出
印
」
を

持
参
の
う
え
、
手
続
き
く
だ
さ
い
。

※
保
険
料
は
、
口
座
振
替（
本
人
以
外
の
世
帯
主

　

や
配
偶
者
等
の
口
座
も
可
能
）に
よ
り
支
払
っ

　

た
方
の
所
得
税（
住
民
税
）社
会
保
険
料
控
除

　

の
対
象
に
な
り
ま
す
。
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平
成　

年
度

２１

主
な
改
正

税�
住
宅
ロ
ー
ン
特
別
控
除
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
者　

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
適

　
　

用
者（
平
成　

〜　

年
ま
で
の
入
居
者
）

２１

２５

　

控
除
額　

所
得
税
か
ら
、
控
除
し
き
れ
な

　
　

か
っ
た
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
に
つ
い
て

　
　

所
得
税
に
お
け
る
税
額
控
除
額
と
同
額

　
　
（
最
高
９
万
７
千　

円
）を
限
度
に
控
除

５００

�
上
場
株
式
等
の
配
当
・
譲
渡
益
に
対
す
る

　

軽
減
税
率（
住
民
税
３
％
・
所
得
税
７
％
）

　

が
３
年
延
長
さ
れ
ま
す
。

　

期
間　

平
成　

年
１
月
１
日
〜
平
成　

年

２１

２３

　
　
　

月　

日

１２

３１

　

平
成　

〜　

年
度
ま
で
の
土
地
に
係
る
固

２１

２３

定
資
産
税
の
負
担
調
整
措
置（
土
地
の
評
価

替
え
に
伴
う
税
負
担
の
均
衡
化
を
図
る
た
め

　

国
民
健
康
保
険
税
の
一
部
と
し
て
課
税
し

て
い
る
介
護
給
付
金
の
課
税
限
度
額
が　

万
１０

円（
現
行
９
万
円
）に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

の
措
置
）は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

�
負
担
水
準（
土
地
の
評
価
額
に
対
す
る
前

　

年
度
課
税
標
準
額
の
割
合
）が
一
定
割
合

　

以
上
の
土
地
は
、
前
年
度
課
税
標
準
額
を

　

引
下
げ
又
は
据
置
き
と
し
ま
す
。

�
負
担
水
準
が
一
定
割
合
未
満
の
土
地
は
、

　

前
年
度
課
税
標
準
額
に
評
価
額
の
５
％
を

　

加
算
し
ま
す
。

�
据
置
年
度
に
お
い
て
も
、
地
価
が
下
落
し

　

て
い
る
場
合
に
評
価
額
を
下
落
修
正
で
き

　

る
特
例
措
置
を
継
続
し
ま
す
。

�
商
業
地
等
に
係
る
条
例
減
額
制
度（
固
定

　

資
産
税
が
町
の
条
例
で
定
め
る
割
合
を
乗

　

じ
て
得
た
額
を
超
え
る
場
合
は
、
超
え
た

　

額
を
減
額
で
き
る
措
置
）を
継
続
し
ま
す
。

�
公
的
年
金
等
の
給
付
額
が
年
額　

万
円
未

１８

　

満
の
場
合

�
当
該
年
度
の
特
別
徴
収
税
額
が
公
的
年
金

　

等
の
給
付
額
の
年
額
を
超
え
る
場
合

対
象
に
な
る
年
金
・
実
施
時
期

　

老
齢
基
礎
年
金
、
老
齢
厚
生
年
金
、
退
職

共
済
年
金
な
ど
で
、　

月
支
給
分
の
公
的
年

１０

金
等
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

対
象
に
な
る
住
民
税　

　

公
的
年
金
等
の
所
得
に
対
す
る
個
人
住
民

税
で
す
。

　

公
的
年
金
等
の
所
得
以
外
の
給
与
所
得
、

営
業
所
得
、
不
動
産
所
得
な
ど
に
か
か
る
個

人
住
民
税
は
、
今
ま
で
ど
お
り
の
納
付
方
法

で
、
特
別
徴
収
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

住
民
税

固
定
資
産
税

国
民
健
康
保
険
税

　

特
別
徴
収（
年
金
か
ら
差
し
引
き
）に
よ
り

社
会
保
険
庁
な
ど
の
年
金
支
払
者
が
公
的
年

金
等
か
ら
個
人
住
民
税
を
差
し
引
き
、
本
人

に
代
わ
り
町
に
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
改
正
は
納
付
方
法
の
変
更

だ
け
で
、
税
率
・
税
額
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

対
象
に
な
る
方

　

前
年
中
に
公
的
年
金
の
支
払
い
を
受
け
た

方
の
う
ち
、
４
月
１
日
現
在　

歳
以
上
で
、

６５

個
人
住
民
税
が
課
税
さ
れ
る
方
で
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
特
別
徴
収
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

個
人
住
民
税（
町
民
税
・
道
民
税
）の

特
別
徴
収（
年
金
か
ら
差
し
引
き
）が

　

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

１０

問
合
せ

　

町
民
生
活
課
税
務
班

　
�
�
６
９
８
５　

平
成　

年
度
税
制
改
正
の
う
ち
、
主
な
も
の
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

２１

平成２２年
２月１２月１０月８月６月年金

支給月

特別徴収
年金から差し引き

普通徴収
納付書・口座振
替などで納付納付

方法
個人住民税額の
６分の１ずつ

個人住民税額の
４分の１ずつ

※平成２２年度以降、新たに特別徴収になる方は、その
　年度は、平成２１年度と同様の納付方法になります。

６５歳未満の年金受給者で、給与所得のある方
　給与から住民税が差し引かれている方は、そのうち
年金所得に対する住民税分が普通徴収となり、今後は
納付書や口座振替などで納付することになります。
　給与所得等に対する住民税は、これまでどおり給与
から差し引かれます。

平成２３年
２月１２月１０月８月６月４月年金

支給月

特別徴収　年金から差し引き

納付
方法

本徴収仮徴収

その年の個人住民税
額から仮徴収した額
を差し引いた額の３
分の１ずつ　　　　

前年の１０月～翌年３
月に特別徴収した額
の３分の１ずつ　　

の納付方法平成２２年度以降

の納付方法平成２１年度
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７５歳以上
昭和１０年３月３１日以前
生まれ

４０歳～７４歳【特定健診対象者】
昭和１０年４月１日～　　
昭和４５年３月３１日生まれ

２０歳～３９歳
昭和４５年４月１日～　　
平成２年３月３１日生まれ

年齢
平成２２年３月
３１日現在

後期高齢者医療保険
�６５歳～７４歳の障がい認定
　を受け加入の方を含む

被用者保険
（国保以外の保険）

上富良野町
国民健康保険

被用者保険
（国保以外の保険）

上富良野町
国民健康保険

加入している
健康保険

６月下旬に健診の案内
と合わせて受診券を個
別送付します。

加入している健康保険に
より受診券の発行方法が
異なります。詳しくは加
入している健康保険にお
問合せください。

６月下旬に健診の案内と合
わせて受診券を個別送付し
ます。

�高血圧・糖尿病・高脂血症
　などで病院にかかっている
　方も受診してください。

特定健診の対象ではありませんが
町では独自事業として実施します
ので、健診を受けられます。
受診券はありません。

健康診査受診
券 個別に案内はし

ませんので、希
望される方は申
込みください。

６月下旬に健診
の個別案内をし
ます。事前申込
みは必要ありま
せん。

＊左ページ表を参照
�身体計測の腹囲以外
�肝機能　�血圧　
�代謝系　�血中脂質
�インスリン抵抗性
�腎機能　
�血液のヘマトクリッ
ト値

特定健診項目（共通項目）　＊左ページ表を参照
　�身体計測　�肝機能　�血圧　�血中脂質
　�インスリン抵抗性　�腎機能の尿蛋白

町の独自検査項目
＊左ページ表を参照
�身体計測　�肝機能　�血圧　
�代謝系　�血中脂質　
�インスリン抵抗性　�腎機能　
�血液のヘマトクリット値健診内容 健診内容や受診料は加入

している健康保険にお問
合せください。

受診券に記載の健診実施
機関に予約のうえ受診し
てください。

�町の健診を利用する場合
　は保健福祉課健康推進班
　にお申込みください。　

　�７月１６日（木）
　　６：００～１１：００

　�７月１５日（水）
　　セット健診
　　６：００～９：２０

町国保の独自検査項目
　�代謝系　�腎機能のク
　レアチニン・ｅＧＦＲ・
　潜血尿　�血液　�その
　他の動脈硬化危険因子

５００円４０～６９歳　２,０００円
７０～７４歳　１,０００円１,０００円受診料

７月７日（火）
　～１２日（日）

�時間は個別案内時に
　お知らせします

７月７日（火）～１２日（日）
　６：００～１１：００
７月１３日（月）・１４日（火）
　セット健診６：００～９：２０

７月７日（火）～１２日（日）
６：００～１１：００健診日時

保健福祉総合センター
かみん

保健福祉総合センター
かみん保健福祉総合センターかみん健診場所

�被保険者証
�受診券
�受診料
�問診票など事前送付
　の書類一式

�健康保険証
�受診券
�受診料
�問診票など事前送付の
　書類一式

�被保険者証
�受診券
�受診料
�問診票など事前送付の書
類一式

�健康保険証
�受診料
�問診票など事
　前送付の書類
　一式

�被保険者証
�受診料
�問診票など事
　前送付の書類
　一式

持参するもの

�� 自分の受診する健診を確認してみましょう自分の受診する健診を確認してみましょう 問合せ　保健福祉課健康推進班
　　　　　��６９８７

特定健診の案内と合わせ
て、個別案内します。

料金
�肺がん・結核胸部レン
　トゲン　　　　　無料
�肺がん喀痰

　６９歳以下 １,０００円
　７０歳以上   ５００円

対象者　４０歳以上日時　　　　　
　７月７日（火）～１２日（日）
　　　１６日（水）

　６：００～１１：００

肺がん検診
　胸部レントゲン・ 喀痰 

かくたん

特定健診の案内と合わせ
て、個別案内します。対象者　６５歳以上結核検診

特定健康診査・特定保健指導を受けましょう
　平成２０年度から、各医療保険者ごとに、４０～７４歳を対象にした特定健康診査（以下「特定健診」）と特定保健指導を行
うことが義務づけられました。
　町では、国民健康保険の保険者として、今年も国民健康保険加入者に対し、特定健診と特定保健指導を実施します。
　また、国保以外の被用者保険の加入者や特定健診の対象者以外でも健診を受けられますので、下表で確認のうえ、ぜ
ひ受診してください。

予約が必要
です。

料金（国保対象者）
３０～３９歳　２,５００円
４０～６９歳　４,５００円
７０～７４歳　２,２５０円
７５歳以上　１,７５０円

対象者
　４０歳以上
　胃がん検診は
　３０歳以上

日時
　７月１３日（月） 国保対象
　　　１４日（火） 国保対象
　　　１５日（水） 被用者保険
　６：００～９：２０

胃・大腸がん
セット健診�特定健診と一緒特定健診と一緒

に受けられますに受けられます
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わかること基準値検査項目

身体の大きさ

身長

身体計測�
体重

１８.５～２４.９ＢＭＩ

内臓脂肪の
蓄積

動
脈
硬
化
の
危
険
因
子

男　～85�
女　～90�腹囲

～３０Ｕ/ＩＧＯＴ

肝機能�
～３０Ｕ/ＩＧＰＴ

～５０Ｕ/Ｉｒ－ＧＴＰ

（コリンエステラーゼ）

血管の傷み

～１２９ �Hg収縮期血圧
血　圧�

～８４ �Hg拡張期血圧

～６.９ �/dl尿酸代謝系�

脂質異常

３０～１４９ �/dl中性脂肪

血中脂質� ４０～１１９ �/dlＨＤＬコレステロール

６０～１１９ �/dlＬＤＬコレステロール

糖尿病

空腹時～９９ �/dl血糖
インスリ
ン抵抗性� ～５.１％ＨｂＡ１ｃ

（－）尿糖

ｅＧＦＲ
（糸球体ろ
過量）を算
出し腎機能
を評価

男　～１.０ �/dl
女　～０.７ �/dlクレアチニン

腎機能� （－）尿蛋白・（潜血尿）

９０�/分以上ｅＧＦＲ

貧血・易血栓化

男 ４００～５３９万/�
女 ３６０～４８９万/�赤血球

血　液�
男 １３.１～１６.６�/dl
女 １２.１～１４.６�/dl血色素量

男 ３８.５～４８.９％
女 ３５.５～４３.９％ヘマトクリット値

動脈硬化
所見なし心電図その他の

動脈硬化
危険因子

�
ＨＯＳＯ眼底検査

　

腹
囲
が
男
性　
�
以
上
、
女
性　
�
以
上

８５

９０

で
、
検
査
デ
ー
タ
が
基
準
値
を
超
え
る
『
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
は
全
受
診
者
の
３
割

男
性
は
約
半
数
！

特定健診の検査項目と基準値（国保）

候
群
）』（
以
下
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
」）該
当
者

（
予
備
軍
含
む
）は
、
全
体
で
約
３
割（
男
性

　

・
３
％
、
女
性　

・
４
％
）で
し
た
。

４６

３０

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
と
判
定
さ
れ
た　

名
に
動

３８

脈
硬
化
健
診（ 
頸 
動
脈
超
音
波
検
査
）を
実
施

け
い

し
た
結
果
、
６
割
の
方
に 
頸 
動
脈（
首
の
太

け
い

昨
年
の
特
定
健
診

結
果
か
ら
…　
　

家
庭
血
圧
測
定
を
習
慣
化
し
よ
う

メタボリックの判定

内臓脂肪蓄積
全受診者の４０.６％

左�～�の
うち１項目
当てはまる
と…

＋

�

左�～�の
うち、２項
目以上当て
はまると…

�

メタボリッ
ク該当者

メタボリッ
ク予備軍

全受診者の約３０％

� �

　

軽
症
高
血
圧（　

／　

以
上
）以
上
の
方
に

１４０

９０

朝
晩
の
家
庭
血
圧
測
定
と
血
圧
手
帳
の
記
録

を
し
て
い
た
だ
い
た
結
果
、
血
圧
の
日
内
変

化
や
普
段
の
血
圧
値
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

服
薬
時
期
の
判
断
や
生
活
習
慣
改
善
の
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

家
庭
に
血
圧
計
の
あ
る
方
は
、
血
圧
測
定

を
習
慣
化
し
、
今
年
の
健
診
に
は
、
毎
日
の

血
圧
測
定
記
録（
血
圧
手
帳
）を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

い
血
管
）の 
狭
窄 
や
動
脈
硬
化
が
見
つ
か
り

き
ょ
う
さ
く

ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
値
の
異
常
が
わ
ず
か
で

も
、
い
ろ
い
ろ
な
項
目
の
異
常
が
重
な
る
と

血
管
を
傷
め
て（
動
脈
硬
化
）し
ま
い
ま
す
。

　

動
脈
硬
化
は
、
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
進

行
し
ま
す
。
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

平
成

年
﹇
国
民
健
康
保
険
加
入
者
﹈

２０

特
定
健
診
の
受
診
率

％
７１

�内臓脂肪蓄積

�脂質異常
　　中性脂肪が
　　１５０ �/dl以上

　　ＬＤＬが
　　１５０ �/dl以上

�高血圧
　　最高血圧が
　　１３０ �Hg以上

�高血糖
　　ＨｂＡ１ｃが
　　５.２％以上

濃い色が基準値を超えた割合

４８.７４８.７％％

男 女

男

男

男

男

女

女

女

女

２４.２２４.２％％

４６.１４６.１％％

４７.７４７.７％％

３４.６３４.６％％

５１.３５１.３％％

７５.８７５.８％％

５３.９５３.９％％

５２.３５２.３％％

６５.４６５.４％％

２３.０２３.０％％

１２.６１２.６％％

５４.１５４.１％％

４７.０４７.０％％

３７.６３７.６％％

７７.０７７.０％％

８７.４８７.４％％

４５.９４５.９％％

５３.０５３.０％％

６２.４６２.４％％
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日
の
出
公
園
の
再
生
に
つ
い
て
は
、　

名
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
提
案
が
寄
せ
ら

１１

れ
ま
し
た

ま
た
、
町
内
の
機
関
、
団
体
を
対
象
に
開
催
し
た
説
明
会（
延
べ　

回
、　

名
）で
も

１５

３０４

多
く
の
ご
意
見
を
伺
っ
て
い
ま
す

町
民
の
皆
様
と
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

主
な
意
見

�
約
１
・
４�
の
面
積
が
必
要
か
を
考
え
、　

　

一
部
取
得
・
全
部
取
得
を
決
め
る
べ
き
。

�
農
地
の
価
格
で
買
っ
た
ほ
う
が
良
い
。

�
駐
車
場
と
し
て
必
要
な
期
間
は
一
時
的
で

　

そ
れ
以
外
の
利
用
が
不
明
瞭
。

�
日
の
出
公
園
を
重
要
な
観
光
の
拠
点
施
設

　

と
位
置
づ
け
る
な
ら
、
相
当
規
模
の
用
地

　

は
必
要
と
考
え
る
。

�
緑
が
多
い
駐
車
場
に
し
て
欲
し
い
。
仮
設

　

売
店
で
な
く
、
景
観
を
配
慮
し
た
常
設
売

　

店
と
し
、
貸
料
を
徴
収
す
れ
ば
。

�
噴
水
施
設
を
取
り
払
う
な
ど
、
駐
車
場
の

　

抜
本
的
な
見
直
し
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

町
の
考
え
方

　

既
存
の
公
園
機
能
再
生
計
画
に
つ
い
て

は
、
大
き
な
変
更
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

従
っ
て
、
隣
接
す
る
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ゾ
ー
ン

の
中
の
噴
水
等
は
、
公
園
の
重
要
要
素
と
し

て
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
現
状
を
維
持

す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
遊
具
等
は
、
今
後
の
利
用
実
態
に

応
じ
て
検
討
し
ま
す
。

�
休
憩
舎
を
ラ
ベ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
資
料
館

　
（
博
物
館
）と
し
て
整
備
し
、
普
段
は
軽
喫

　

茶
と
し
て
は
ど
う
か
。

町
の
考
え
方

　

施
設
の
維
持
管
理
は
、
こ
れ
ま
で
厳
し
い

財
政
事
情
か
ら
、
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
を

反
省
し
、
今
後
は
観
光
入
込
数
の
増
加
を
支

え
る
た
め
に
、
美
観
維
持
と
合
わ
せ
、
適
切

に
行
う
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

　

管
理
体
制
は
、
平
成　

年
度
か
ら
指
定
管

１８

理
者
制
度
に
よ
り
、
日
の
出
公
園
全
体
に
加

え
て
、
冬
季
間
の
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
運
営
を

含
む
全
て
を
第
三
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
株
式
会

社
上
富
良
野
振
興
公
社
経
営
に
移
行
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
の
リ
フ
ト
は
、
ス
キ
ー
場
利
用
者
か

ら
の
要
望
も
あ
り
、
更
新
に
は
夏
場
の
利
用

の
可
能
性
も
踏
ま
え
検
討
し
ま
す
。

　

日
の
出
公
園
は
、
起
伏
の
多
い
丘
の
形
状

が
景
観
や
美
観
の
要
素
と
な
っ
て
い
る
一
方

で
、
傾
斜
地
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
園
路
の

整
備
に
大
き
な
制
約
を
生
じ
て
い
ま
す
。
ト

ラ
ク
タ
ー
幌
馬
車
な
ど
に
よ
る
園
内
遊
覧
の

提
案
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
受

け
止
め
ま
す
。

　

山
頂
ま
で
の
通
路
は
、
長
い
上
り
に
な
っ

て
い
る
た
め
、
途
中
に
休
憩
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
て
い
ま
す
が
、
必
要
に
応
じ
、
景
観
に
支

障
を
与
え
な
い
工
夫
に
よ
る
腰
掛
け
休
憩
の

方
法
を
検
討
し
ま
す
。

　

休
憩
舎
は
、
写
真
展
や
工
芸
教
室
な
ど
に

も
利
用
さ
れ
て
お
り
、
資
料
館
の
み
の
目
的

主
な
意
見

�
町
が
管
理
す
る
の
で
は
な
く
、
第
三
セ
ク

　

タ
ー
方
式
で
や
っ
た
ほ
う
が
い
い
。

�
施
設
の
維
持
管
理
が
非
常
に
悪
い
。
適
切

　

な
時
期
に
、
修
理
を
す
る
べ
き
と
思
う
。

�
ラ
ベ
ン
ダ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
、
リ
フ
ト
で
山

　

頂
ま
で
上
が
れ
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

�
ト
ラ
ク
タ
ー
幌
馬
車
な
ど
の
通
路
等
を
整

　

備
し
て
は
ど
う
か
。

�
展
望
台
ま
で
の
園
路
に
休
息
用
の
ベ
ン
チ

　

な
ど
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

駐
車
場
機
能

公
園
施
設

　

町
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意

見
を
町
議
会
に
示
す
と
と
も
に
、
計
画
の
是

非
に
つ
い
て
、
議
論
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
議
論
の
結
果
を
受
け
て
、
町
で
は
計

画
推
進
を
見
直
し
、
検
証
を
行
う
と
と
も

に
、
総
合
的
な
判
断
を
加
え
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　

こ
の
た
め
、
新
た
な
駐
車
場
機
能
の
確
保

が
困
難
に
な
る
こ
と
か
ら
、
日
の
出
公
園
で

行
っ
て
き
た
旧
来
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
・
利
活

用
に
つ
い
て
、
そ
の
実
施
計
画
の
早
急
な
見

直
し
を
関
係
者
に
連
絡
し
、
協
議
を
図
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
面
す
る
ラ
ベ
ン
ダ
ー
観
光
シ
ー

ズ
ン
と
「
花
と
炎
の
四
季
彩
ま
つ
り
」
開
催

時
の
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
仮
設
駐
車
場
と

日
の
出
公
園
を
結
ぶ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運

行
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

日
の
出
公
園
再
生
計
画
の
見
直
し

　

寄
せ
ら
れ
た
主
な
ご
意
見
と
町
の
考
え

方
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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で
転
用
す
る
こ
と
は
、
難
し
い
面
が
あ
り
ま

す
。
部
分
的
な
展
示
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
の
対

応
は
可
能
か
と
思
い
ま
す
が
、
設
置
主
体
や

維
持
管
理
の
問
題
も
生
じ
ま
す
の
で
、
課
題

と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
軽
喫
茶
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
検

討
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
が
、
経
営
主
体

や
厨
房
等
設
備
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
利
便
性
向
上
に
向
け
、
実
現
の

可
能
性
に
つ
い
て
、
対
応
を
検
討
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

な
お
、
公
園
機
能
の
再
生
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
は
他
に
島
津
公
園
遊
水
池
の
し
ゅ
ん

せ
つ
改
修
を
実
施
す
る
ほ
か
、
年
次
計
画
に

よ
り
各
地
区
の
公
園
の
遊
具
点
検
、
移
設
、

更
新
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ン
ダ
ー
以
外
の
花
壇
や
冬
季
の
ス
キ
ー
場

コ
ー
ス
、
憩
い
の
た
め
の
緑
地
、
イ
ベ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
を
考

慮
す
る
と
、
バ
ラ
ン
ス
と
し
て
は
現
在
の
面

積
で
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
春
か
ら
秋
ま
で
花
の
絶
え
な
い
公

園
を
め
ざ
し
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
再
整
備
と
新

た
な
レ
イ
ア
ウ
ト
や
花
木
選
定
、
花
壇
整
備

を
５
年
計
画
で
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
は
全
面
が
傾
斜
地
で
あ
る

た
め
、
か
ね
て
か
ら
表
土
の
流
出
対
策
や
施

肥
管
理
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
研

究
と
改
善
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

昭
和　

年
に
頂
上
遊
歩
道
の
東
面
全
面
に

６３

芝
桜
を
植
栽
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
管

理
費
用
が
多
額（
雑
草
除
去
、
補
植
が
す
べ

て
人
手
）で
あ
る
こ
と
、
花
期
が
短
い
な
ど

の
理
由
か
ら
廃
耕
し
、
そ
の
後
様
々
な
試
行

を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

主
な
意
見

�
日
の
出
公
園
一
面
を
ラ
ベ
ン
ダ
ー
で
埋
め

　

尽
く
し
、
植
え
替
え
更
新
な
ど
の
管
理
を

　

し
っ
か
り
す
る
べ
き
。

�
北
側
ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
縮
小
し
、
イ
ベ
ン
ト

　

会
場
西
側
と
ス
キ
ー
場
に
ラ
ベ
ン
ダ
ー
・

　

ヒ
マ
ワ
リ
・
コ
ス
モ
ス
な
ど
を
植
え
る
。

�
傾
斜
地
の
た
め
、
大
雨
に
よ
る
土
砂
流
支

　

出
対
策
も
必
要
。

�
ス
キ
ー
場
部
分
の
一
面
を
芝
桜
に
変
え
る
。

町
の
考
え
方

　

日
の
出
公
園
は
全
体
で　

・
２�
、
う
ち

１９

ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
は
４
・
２�
で
す
が
、
ラ
ベ

主
な
意
見

�
プ
ロ
の
写
真
家
な
ど
が
日
の
出
山
を
絶
賛

　

す
る
が
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
ラ
ベ
ン
ダ
ー
を

　

表
し
て
い
な
い
。「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
丘
」
な

　

ど
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
変
え
て
ほ
し
い
。

�
観
光
に
ど
れ
だ
け
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
公
園

　

な
の
か
疑
問
。
単
独
の
公
園
と
し
て
で
な

　

く
、
駅
か
ら
つ
な
が
る
方
向
に
も
っ
て
行

　

か
な
け
れ
ば
、
魅
力
が
少
な
い
。

�
ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
は
、
利
用
者
ゼ
ロ
で

　

も
動
い
て
い
る
。
利
用
実
態
に
即
し
た
運

　

行
や
直
営
に
よ
る
運
営
形
態
な
ど
、
抜
本

　

的
に
見
直
す
べ
き
と
考
え
る
。

�
ラ
ベ
ン
ダ
ー
結
婚
式
を
復
活
し
て
欲
し
い
。

�
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
を
増

　

設
し
、
低
額
で
利
用
す
る
こ
と
で
、
収
入

　

増
を
図
る
。
遊
具
等
を
設
置
す
る
な
ど
、

　

魅
力
あ
る
キ
ャ
ン
プ
場
に
し
て
ほ
し
い
。

�
町
民
の
憩
い
の
場
所
と
し
て
位
置
づ
け
、

　

ま
ず
町
民
が
家
族
で
行
っ
て
み
た
く
な
る

　

よ
う
な
公
園
づ
く
り
が
大
切
と
思
う
。

�
ラ
ベ
ン
ダ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会
・
歩
こ
う
会

　

や
大
声
大
会
、
女
尻
相
撲
大
会
、
金
婚
式

　

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
は
ど
う
か
。

町
の
考
え
方

「
日
の
出
公
園
」
及
び
「
日
の
出
公
園
ラ
ベ

ン
ダ
ー
園
」
の
名
称
は
、
昭
和　

年
以
降
観

５８

光
情
報
や
Ｐ
Ｒ
媒
体
に
一
貫
し
て
使
用
し
て

き
ま
し
た
。
多
く
の
旅
行
雑
誌
な
ど
に
も
こ

の
名
称
が
定
着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

も
変
更
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

Ｊ
Ｒ
等
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
方
は

少
数
派
と
な
り
、
多
く
は
マ
イ
カ
ー
や
バ
ス

ツ
ア
ー
客
で
す
が
、
町
の
玄
関
口
と
し
て
の

役
割
を
持
つ
上
富
良
野
駅
は
、
美
観
が
損
な

わ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
り
ま
す
の
で
、
Ｊ
Ｒ

に
対
し
て
改
善
を
要
望
し
ま
す
。

　

リ
フ
ト
運
営
な
ど
の
営
業
内
容
に
つ
い
て

は
、
指
定
管
理
者
と
と
も
に
、
さ
ら
に
点
検

を
加
え
ま
す
。

　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
結
婚
式
は
事
業
見
直
し
の
一

環
と
し
て
中
止
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
ご
意
見
と
し
て
、
実
行
委
員
会
に
伝

え
ま
す
。

　

バ
ン
ガ
ロ
ー
設
置
に
つ
い
て
は
、
今
回
の

整
備
計
画
で
は
日
の
出
公
園
を
再
生
す
る
要

素
を
優
先
に
し
て
お
り
、
次
の
整
備
計
画
で

の
課
題
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
更
に
町
民
が
親
し
み
を
持
っ
て

憩
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ふ
れ
あ
い
花
壇

や
町
民
植
樹
な
ど
町
民
参
加
型
の
公
園
づ
く

り
を
行
う
と
と
も
に
、
町
民
以
外
の
利
用
に

も
力
点
を
置
き
、
様
々
な
利
活
用
の
で
き
る

公
園
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ　

建
設
水
道
課
建
設
班

　
　
　
　
�
�
６
９
８
１

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
出
さ
れ
た
ご
意
見

　

の
全
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

http://hp.tow
n.kam

ifurano.hokkaido.
jp/hinode/iken.htm

そ
の
他

花
の
公
園
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学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
活
動
の
目
的

�
地
域
の
方
々
に
小
・
中
学
校
の
様
々
な
活

　

動
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

　

よ
り
、
内
容
の
充
実
が
図
ら
れ
、
ま
た
「
先

　

生
が
子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
」
を

　

増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
地
域
の
方
々
が
学
校
教
育
に
か
か
わ
る
こ

　

と
で
、
学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
り
、
子

　

ど
も
た
ち
を
育
て
る
体
制
を
更
に
向
上
さ

　

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
登
録
の
た
め
の
条
件

　

町
内
に
居
住
の　

歳
以
上
の
方
で
、
無
償

２０

で
活
動
が
で
き
る
方
で
す
。

■
活
動
の
内
容

　

一
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
活
動
が
あ
り

ま
す
。

�
上
富
良
野
小
学
校
・
西
小
学
校
・
江
幌
小

　

学
校
で
行
っ
て
い
る
放
課
後
ス
ク
ー
ル

　
（
放
課
後
、
子
ど
も
た
ち
が
指
導
員
の
も

　

と
、
様
々
な
遊
び
や
運
動
を
行
う
）で
、
指

　

導
員
の
補
助
の
ほ
か
、
懐
か
し
い
遊
び
を

　

教
え
る
な
ど
の
支
援
。

�
水
泳
・
登
山
・
ス
キ
ー
学
習
、
ク
ラ
ブ
活

　

動
、
部
活
動
な
ど
、
担
当
教
員
の
補
助
や

　

技
術
指
導
の
支
援
。

�
植
物
や
野
鳥
観
測
な
ど
の
講
師
や
音
楽
演

　

奏（
ピ
ア
ノ
な
ど
）、
読
み
聞
か
せ
な
ど
の

　

実
技
指
導
支
援
。

�
学
校
農
園
や
花
壇
づ
く
り
な
ど
、
環
境
整

　

備
の
作
業
補
助
や
技
術
指
導
支
援
。

■
登
録
方
法

�
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
に
申
込
書
が
あ

　

り
ま
す
の
で
、
記
入
の
う
え
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

�
登
録
期
間
は
、
来
年
３
月
末
ま
で
で
、
年

　

度
ご
と
の
更
新
と
な
り
ま
す
。

　

※
４
月
以
降
は
自
動
更
新
さ
せ
て
い
た
だ

　
　

き
ま
す
の
で
、
継
続
し
な
い
方
は
、
ご

　
　

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
そ
の
他

�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
謝
金
・
交

　

通
費
は
、
支
給
し
ま
せ
ん
。
無
償
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
に
な
り
ま
す
。

�
登
録
者
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入

　

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
料

　

は
、学
校
支
援
地
域
本
部
が
負
担
し
ま
す
。

�
登
録
い
た
だ
い
て
も
、
要
請
の
な
い
場
合

　

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

�
活
動
を
通
し
て
知
り
得
た
個
人
情
報
は
、

　

口
外
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

�
申
込
み
は
、
い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

　

す
。

問
合
せ

　

上
富
良
野
町
学
校
支
援
地
域
本
部

　
　

事
務
局　

教
育
振
興
課
社
会
教
育
班

　
　
�
�
５
５
１
１　
�
�
３
１
０
０

　
　
�
０
７
１
‐
０
５
６
３

　
　

上
富
良
野
町
緑
町
１
丁
目
９
番
４
号

　
　

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
内

学校支援地域本部
教育委員会

教育振興課社会教育班

��５５１１

小学校
中学校

ボランティア
��

登録

��

活動依頼

��

紹介

��

活動要請

事前打ち合わせ

活動の流れ

募�
集�
し�
ま�
す
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『
聞
く
こ
と
、
確
か
め
る
こ
と
』

　
　
　
　

西
小
学
校
長　

村 
田 
俊 
昭　
 

　

中
二
の
と
き
の
こ
と
で
す
。
読
書
が
た
ま

ら
な
く
好
き
な
時
期
が
あ
り
、
親
か
ら
「
寝
る

よ
う
に
」
と
言
わ
れ
て
も
、
布
団
の
中
に
ス
タ

ン
ド
を
入
れ
読
ん
で
い
た
。
そ
の
た
め
、
視

力
が
一
気
に
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
仮
性
近

視
な
の
で
、
病
院
で
治
療
す
る
と
よ
い
と
学

校
か
ら
言
わ
れ
、
眼
科
の
病
院
が
あ
る
旭
川

市
に
出
か
け
た
。

　

農
繁
期
で
あ
っ
た
た
め
、
一
人
で
旭
川
市

に
出
か
け
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
初
め
て
の
経

験
で
あ
り
、
絶
対
に
落
と
さ
な
い
よ
う
に
と

言
わ
れ
て
い
た
保
険
証
を
胸
に
入
れ
て
い
た

の
で
、
少
し
緊
張
し
な
が
ら
バ
ス
に
乗
っ
た
。

　

病
院
を
探
し
、
受
付
の
窓
口
に
行
き
、
そ
の

保
険
証
を
出
す
と
、
窓
口
の
担
当
者
か
ら
「
○

○
科
で
す
か
、
○
○
科
で
す
か
？
」
と
聞
か
れ

た
。
緊
張
し
て
い
た
の
か
「
○
○
科
」
の
「
か
」

の
音
し
か
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
が
「
は
は
ん
、

こ
れ
は
親
の
職
業
を
聞
い
て
い
る
の
だ
な
。」

と
勝
手
に
思
い
込
み
、
胸
を
張
り
で
っ
か
い

声
で
「
農
家
で
す
。」
と
答
え
た
。
受
付
の
女

性
は
、
き
っ
と
悪
気
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
が
、
大
声
で
笑
い
出
し
、
も
う
一
度
説
明
し

て
い
た
。

　

私
は
、
尊
敬
す
る
親
の
職
業
が
笑
わ
れ
た

の
だ
と
ま
た
も
勝
手
に
思
い
込
み
、
医
師
の

話
も
う
つ
ろ
に
聞
き
、
毎
日
忘
れ
ず
に
３
回

は
さ
す
よ
う
に
と
言
わ
れ
た
目
薬
に
手
を
か

け
る
こ
と
さ
え
し
な
か
っ
た
。

　

今
、
メ
ガ
ネ
の
レ
ン
ズ
に
息
を
吹
き
か
け

な
が
ら
思
っ
て
い
ま
す
。
も
し
あ
の
と
き
、

受
付
の
方
の
話
を
し
っ
か
り
聞
い
て
い
れ
ば
、

も
し
あ
の
と
き
、
し
っ
か
り
と
確
認
し
答
え

て
い
れ
ば
、
こ
の
メ
ガ
ネ
を
か
け
る
こ
と
は

な
か
っ
た
の
で
は
と
…
。
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教育振興課では「早ね早おき朝ごはん運動」を推進しています

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
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報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

問
合
せ
・
申
込
み

　

教
育
振
興
課
社
会
教
育
班

　
�
�
５
５
１
１

水
中
ゲ
ー
ム
大
会

　

ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
、
水
に
慣
れ
、
泳
ぐ
楽

し
さ
を
感
じ
ま
し
ょ
う
。

日
時　

７
月　

日（
日
）　

９
時

１２

場
所　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

対
象　

小
学
生
、
幼
児
・
保
護
者

定
員　
　

名
４０

持
ち
物　

水
着
・
水
泳
帽
子

参
加
料　
　

円
１００

申
込
期
限　

７
月
８
日（
水
）

自
主
企
画
芸
術
鑑
賞
事
業

井
上
堯
之 
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ

Ｗ
ｈ
ｉ
ｔ
ｅ　

Ｌ
ｉ
ｎ
ｅ

　

井
上 
堯
之 
氏
の
ギ
タ
ー
演
奏
会
を
開
催
し

た
か
ゆ
き

ま
す
。

日
時　

６
月　

日（
金
）

２６

　
　
　
　

時
開
場　
　

時　

分
開
演

１８

１８

３０

場
所　

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん

鑑
賞
料　

一
般　

１
千　

円（
前
売
）

２００

　
　
　
　
　
　
　

１
千　

円（
当
日
）

５００

　

小
中
高　
　

円（
前
売
）　　

円（
当
日
）

５００

７００

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
公
民
館
・
社
会
教
育
総
合

　

セ
ン
タ
ー
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

企
画
運
営　

代
表　

但
木
愛
華

　
�
０
９
０
‐
８
９
０
３
‐
１
６
９
８

マ
イ
プ
ラ
ン
・
マ
イ
ス
タ
デ
ィ
講
座

お
は
な
し
探
検
隊　

「
オ
ツ
ベ
ル
と
象
」

図
書
館
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

蔵
書
検
索

　

６
月
１
日
か
ら
、
図
書
館
「
ふ
れ
ん
ど
」

内
の
図
書
や
ビ
デ
オ
等
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

図
書
の
名
前
や
作
家
、
ビ
デ
オ
の
タ
イ
ト

ル
な
ど
で
検
索
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
図
書
館
内
に
も
蔵
書
検
索
専
用
の

パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

　

検
索
の
詳
し
い
操
作
方
法
は
、
図
書
館「
ふ

れ
ん
ど
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
あ

り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

問
合
せ　

図
書
館
「
ふ
れ
ん
ど
」

　
　
　
　
�
�
３
１
５
８

http://hp.tow
n.kam

ifurano.hokkaido.jp/hp
/09kyosin/0920shakyo/furendo.htm

検索画面はこのようになります

　
『
お
は
な
し
探
検
隊
』
も
今
年
で
４
回
目
。

　

も
の
が
た
り
の
背
景
や
登
場
人
物
を
調

べ
、
遊
び
、
体
験
し
な
が
ら
、
ゴ
ー
ル
は
舞
台

表
現
で
！

　
「
オ
ツ
ベ
ル
と
象
」（
宮
沢
賢
治
作
）を
語
っ

て
み
よ
う
、
演
じ
て
み
よ
う
。

　

体
験
学
習
は
、
期
間
を
分
け
て
行
い
ま
す
。

日
程

�
第
１
次　

６
月　

日（
日
）〜
８
月
ま
で

２８

　
　
　
　
　

全
５
回

　
　

内
容　

登
場
人
物
を
調
べ
、
語
り
、
同

　
　
　
　
　

じ
食
べ
物
を
作
り
食
べ
る
な
ど

�
第
２
次　

８
〜
９
月　

全
４
回

　
　

内
容　

お
楽
し
み
合
唱　
　
　
　
　

�
第
３
次　
　

月
〜
平
成　

年
２
月

１１

２２

　
　
　
　
　

全
６
回

　
　

内
容　

月
を
調
べ
た
り
、
舞
台
作
成
や

　
　
　
　
　

声
と
体
だ
け
の
表
現
を
す
る

場
所　

公
民
館
ほ
か

対
象　

小
学
生
以
上

定
員　
　

名
２５

参
加
料　

１
千
円（
年
間
保
険
料
含
む
）

申
込
期
限　

６
月　

日（
月
）

２２

企
画
運
営　

大
西
邑
子

　
�
０
８
０
‐
３
０
２
８
‐
７
１
５
２
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上
富
良
野
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は

日
本
自
動
車
連
盟（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）旭
川
支
部

の
永
田
事
務
所
長
を
講
師
に
招
き
、
生

活
安
全
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
　

名
が
出
席
し
、
交
通
事
故
の
ワ
ー

２８
ス
ト
３
で
あ
る
「
追
突
事
故
・
出
合
い

頭
・
右
折
事
故
」
は
、
何
故
起
き
る
の

か
、
ど
う
す
れ
ば
防
げ
る
か
、
ま
た
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
運
転
術
な
ど
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
そ
の
後
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・

コ
ン
ビ
ン
サ
ー
で
、
時
速
５�
で
衝
突

し
た
場
合
の
衝
撃
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

想
像
し
た
以
上
の
衝
撃
に
、
体
験
者

も
見
て
い
る
方
も
驚
き
の
表
情
で
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
大
切
さ
を
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。

５／１８

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

衝
突
体
験
は
想
像
以
上

「
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
た

ち
で
」
と
、
上
富
良
野
野
球
連
盟
・
自

衛
隊
野
球
部
・
シ
ニ
ア
野
球
ク
ラ
ブ
・

役
場
野
球
部
な
ど
の
野
球
競
技
団
体
関

係
者　

名
が
参
加
し
、
富
原
野
球
場
の

１３

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
裏
・
フ
ェ
ン
ス
等
の
塗

装
を
行
い
ま
し
た
。

　

富
原
野
球
場
は
、
昭
和　

年
か
ら
使

５２

用
さ
れ
、
こ
の　

年
間
は
フ
ェ
ン
ス
等

１０

の
塗
装
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
傷
み
も
ひ
ど
く
、
み
ん
な
が
気

持
ち
よ
く
使
え
る
よ
う
に
と
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

広
範
囲
を
約
３
時
間
か
け
て
塗
り
替

え
、
そ
の
出
来
栄
え
に
参
加
者
た
ち
も

満
足
げ
な
様
子
で
し
た
。　

５／２５

自
分
た
ち
で
き
れ
い
に

富
原
野
球
場
フ
ェ
ン
ス

　

上
富
良
野
町
水
田
農
業
推
進
協
議
会

主
催
の
「
田
ん
ぼ
オ
ー
ナ
ー
」
に
よ
る

田
植
え
体
験
が
富
原
地
区
の
水
田
で
行

わ
れ
、
町
内
や
帯
広
・
日
高
方
面
か
ら

の
オ
ー
ナ
ー
と
そ
の
家
族
な
ど
約　

名
３６０

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

慣
れ
な
い
田
ん
ぼ
に
足
を
と
ら
れ
な

が
ら
も
、
み
ん
な
笑
顔
で
楽
し
く
田
植

え
を
経
験
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
平
成　

年
度
か
ら
実

１７

施
さ
れ
、
年
々
人
気
も
高
く
、
今
年
は

オ
ー
ナ
ー
数　
（
昨
年　

）、　

口（
昨

３２１

２０６

４７６

年　

口
）の
申
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

３１８

　

１
口　

坪（　
�
）で
、
秋
に
は
安
全

１０

３３

安
心
の
お
い
し
い
「
紫
苑
米
」
の
稲
刈

り
体
験
も
行
わ
れ
ま
す
。

５／２５

子
ど
も
は「
楽
し
い
！
」

大
人
は「
癒
さ
れ
る
…
」

５／２７

観
光
シ
ー
ズ
ン
に
向
け

街
並
み
を
整
備

　

東
明
住
民
会
と
東
明
ひ
ま
わ
り
会
の

会
員
に
よ
り
、
町
道
東
２
線
道
路
約　
５５０

ｍ（
道
道
吹
上
上
富
良
野
線
か
ら
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
ま
で
）の
道
路
両
側
の

植
樹
枡
に
、ブ
ル
ー
サ
ル
ビ
ア
約　

本
７００

が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
路
線
は
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

へ
の
進
入
路
と
し
て
夏
季
間
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
る
た
め
、
町
と
地
域
住
民

が
協
力
し
て
環
境
整
備
を
行
っ
て
お

り
、
今
年
で
７
年
目
と
な
り
ま
す
。

　

東
明
ひ
ま
わ
り
会
の
水
戸
部
会
長
は

「
花
壇
を
き
れ
い
に
維
持
す
る
た
め
の

作
業
は
大
変
で
す
が
、
会
員
の
協
力
で

地
域
の
環
境
も
良
く
な
っ
て
い
ま
す
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
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保
険
料
納
付
が
困
難
な
と
き

町
民
生
活
課 
総
合
窓
口
班

　
　
�
�
6
9
8
5

�
国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年

所
得
が
一
定
基
準
以
下
又
は
失
業
な

国
民
年
金

ど
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
全
額
又

は
一
部
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

免
除
の
区
分

�
全
額
免
除

　

納
付
保
険
料　

な
し

　

年
金
額
へ
の
反
映
割
合
３
分
の
１

�
４
分
の
３
免
除　

　

納
付
保
険
料　

月
額
３
千　

円
６７０

　

年
金
額
へ
の
反
映
割
合
２
分
の
１

�
半
額
免
除

　

納
付
保
険
料　

月
額
７
千　

円
３３０

　

年
金
額
へ
の
反
映
割
合
３
分
の
２

�
４
分
の
１
免
除

　

納
付
保
険
料　

月
額
１
万
１
千
円

　

年
金
額
へ
の
反
映
割
合
６
分
の
５

※
平
成　

年
度
分
か
ら
年
金
額
の
反

２１

映
割
合
を
引
き
上
げ
予
定
で
す
。

※
一
部
免
除
の
場
合
、
免
除
以
外
の

保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
、
未

納
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

�
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　
　

歳
未
満
の
方
で
、
本
人
・
配
偶

３０
者
の
前
年
所
得
が
一
定
基
準
額
以
下

又
は
失
業
な
ど
に
よ
り
納
付
で
き
な

い
場
合
、
申
請
に
よ
り
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

持
参
す
る
も
の

　

年
金
手
帳
、
印
鑑
、
失
業
が
理
由

の
場
合
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

ま
た
は
離
職
票

申
請
受
付

�
平
成　

年
度
分（
平
成　

年
７
月

２０

２０

　

児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
る
場
合

は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
５
月
分
ま
で
児
童
手

当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
方
は
、
６

月
中
に
「
児
童
手
当
現
況
届
」
の
提

出
が
必
要
で
す
。
現
況
届
を
提
出
し

な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
児
童
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
所
得
が
限
度
額
以
上
の
場
合
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。
翌
年
度
５
月
中

に
再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

対
象　

小
学
校
終
了
前
の
児
童（　
１２

歳
到
達
後
の
３
月　

日
ま
で
の
児

３１

童
）を
養
育
し
て
い
る
方

提
出
期
限　

６
月　

日（
火
）

３０

提
出
先
・
問
合
せ

　

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
�
�
６
９
８
５

児
童
手
当
の
支
給

町
民
生
活
課 
総
合
窓
口
班

　
　
�
�
6
9
8
5

　

第　

回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

５９

啓
発
音
楽
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
ま

す
。

実
施
日
時

　

７
月
１
日（
水
）

　
　

時　

分　

役
場
前
駐
車
場
出
発

１３

４０

　
　

時　

分　

高
田
幼
稚
園
到
着

１４

３０

啓
発
音
楽
パ
レ
ー
ド

保
健
福
祉
課 
福
祉
対
策
班

　
　
�
�
6
9
8
7

※
雨
天
の
場
合
、　

時　

分
か
ら
上

１３

４０

富
良
野
小
学
校
体
育
館
で
「
音
楽

発
表
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

パ
レ
ー
ド
経
路

　

役
場
前
駐
車
場�
東
３
丁
目
通
り

　
�
大
通
り（
旧
国
道
）�
５
丁
目
通

　

り（
駅
前
通
り
）�
高
田
幼
稚
園

参
加
団
体（
予
定
）

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
や
非
行
に
陥
っ
た
少
年
た
ち

の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
運
動
で
、
毎
年
７
月
を

強
調
月
間
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

７
月
は
強
調
月
間

保
健
福
祉
課 
福
祉
対
策
班

　
　
�
�
6
9
8
7

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

＜昨年のパレードの様子＞

推
進
団
体

　

富
良
野
地
区
保
護
司
会
上
富
良
野

支
部
、
上
富
良
野
更
生
保
護
女
性
会

　

町
内
各
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ン

ド
、
上
富
良
野
中
学
校
吹
奏
楽
部
、

陸
上
自
衛
隊
上
富
良
野
駐
屯
地
音
楽

隊
、
高
田
幼
稚
園
鼓
笛
隊
、
上
富
良

野
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
、
少
年
消
防
ク

ラ
ブ
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
等

分
〜　

年
６
月
分
）

２１

　
　

６
月　

日（
火
）ま
で

３０

�
平
成　

年
度
分（
平
成　

年
７
月

２１

２１

分
〜　

年
６
月
分
）

２２

　
　

７
月
１
日（
水
）か
ら

申
請
先
・
問
合
せ

　

旭
川
社
会
保
険
事
務
所

　
�
０
１
６
６�
１
６
１
１

　

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
�
�
６
９
８
５

感
染
予
防
の
お
願
い

保
健
福
祉
課 
健
康
推
進
班
班

　
　
�
�
6
9
8
7

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
誰
も

が
免
疫
を
持
っ
て
い
な
い
た
め
、
季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
比
べ
る

と
感
染
し
や
す
く
、
多
く
の
方
が
感

染
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

感
染
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

各
個
人
で
の
感
染
予
防
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

�
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト（
咳
や
く
し
ゃ
み

は
、
ハ
ン
カ
チ
な
ど
で
鼻
や
口
を

押
さ
え
、
飛
沫
を
飛
ば
さ
な
い
）

に
努
め
る

�
帰
宅
後
は
う
が
い
や
手
洗
い

�
十
分
な
栄
養
と
休
養
を
と
る

�
室
内
を
適
切
な
温
度
・
湿
度
に
保

つ
▼
次
に
該
当
す
る
方
は
「
発
熱
相
談

　

セ
ン
タ
ー
」
へ

　
　

度
以
上
の
高
熱
、
咳
、
鼻
水
、

３８
の
ど
の
痛
み
が
あ
る
方
で
、

�
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
地
域

　
（
国
内
外
）へ
行
か
れ
た
方

�
流
行
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
と
接

　

触
の
あ
っ
た
方

�
不
安
の
あ
る
方

相
談
・
問
合
せ

　

富
良
野
保
健
所
「
発
熱
相
談
セ
ン

　

タ
ー
」　�
�
３
１
６
１

ふ
れ
あ
い
と

ふ
れ
あ
い
と

対
話
が
築
く

対
話
が
築
く

明
る
い
社
会

明
る
い
社
会

第５9回
社会を明るくする運動
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個
人
情
報
保
護
・
情
報
公
開

総
務
課 
総
務
班
　
　
�
�
6
4
0
0

　

町
が
保
有
す
る
情
報
は
、
い
つ
で

も
誰
で
も
公
開
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
と
と
も
に
、
自
分
自
身
に
関
す

る
情
報
に
つ
い
て
は
、
開
示
の
ほ
か

訂
正
や
削
除
に
つ
い
て
も
求
め
る
こ

公
表
し
ま
す

第　

回
十
勝
岳
山
開
き

３１
産
業
振
興
課 
商
工
観
光
班

　
　
�
�
6
9
8
3

　

山
開
き
記
念
登
山
で
は
、
５
コ
ー

ス
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
体
力
に
合

わ
せ
て
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月　

日（
日
）

２１

　
　
　

７
時　

受
付

　
　
　

８
時　

記
念
登
山
開
始

問
合
せ

　

か
み
ふ
ら
の
十
勝
岳
観
光
協
会　

　
�
�
３
１
５
０

商
工
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

産
業
振
興
課 
商
工
観
光
班

　
　
�
�
6
9
8
3

　

地
域
の
活
性
化
を
め
ざ
し
、
商
工

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

７
月
５
日（
日
）

　
　
　
　

時　

分
〜　

時

１１

３０

２０

場
所　

セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ
中
央
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場

内
容　

深
川
勝
彦
占
い
漫
談
、
歌
謡

　

シ
ョ
ー
、
安
政
太
鼓
、
上
富
良
野

　

ビ
ー
ル
の
提
供
等

問
合
せ　

上
富
良
野
町
商
工
会

　
　
　
　
�
�
２
１
９
１

行
政
サ
ー
ビ
ス
制
限
措
置
等

町
民
生
活
課 
税
務
班

　
　
�
�
6
9
8
9

「
町
税
等
の
滞
納
者
に
対
す
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
制
限
措
置
等
に
関
す
る

条
例
」
は
、
町
の
提
供
す
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方
が
特
別

の
理
由
も
な
く
町
税
等
を
滞
納
し
た

場
合
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
停
止
及
び

取
り
消
し
を
す
る
制
度
で
、
平
成　
１９

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
条
例
で
は
、
町
長
の
議
会
へ

の
運
用
状
況
の
報
告
と
一
般
へ
の
公

表
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
平

成　

年
度
の
運
用
実
績
に
つ
い
て
お

２０
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
町
税
等
滞
納
者
に
対
す
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
制
限
措
置
等
に
関
す
る

条
例

　

当
制
度
に
基
づ
き
制
限
を
受
け
た

該
当
者
は
、
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト

建
設
水
道
課 
建
設
班

　
　
�
�
6
9
8
1

　

か
み
ふ
ら
の
フ
ラ
ワ
ー
マ
ス
タ
ー

の
会
で
は
、
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ

ト
実
践
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

６
月　

日（
金
）

１９

　
　
　
　

時
〜　

時

１３

１５

会
場　

日
の
出
公
園
休
憩
舎

定
員　
　

名
程
度

１０

講
師　

仙
波
惠
美
子
さ
ん（
ハ
ン
ギ

ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
マ
ス
タ
ー
）

参
加
費　

３
千　

円
程
度（
材
料
実

５００

費
分
）

※
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
容
器
や

花
等
を
お
持
ち
の
方
は
、
持
参
し

て
い
た
だ
く
と
、
そ
の
分
材
料
費

が
安
く
な
り
ま
す
。

申
込
期
限　

６
月　

日（
月
）

１５

申
込
み
・
問
合
せ

　

建
設
水
道
課
建
設
班

　
�
�
６
９
８
１

開
催
し
ま
す

プール教室スケジュール　　［７月１日～９月３０日］
日土金木水火月

一般利用

一般利用９時

スリムエクサ
（６０分）

かんたんアクア
（４０分）

スリムエクサ
（６０分）

脚力のすすめ
（４０分）

スリムエクサ
（６０分）

燃焼ウォーク
（４０分）１０時～

一般利用（教室終了後～２０分間　流水タイム）１２時～１４時

一般利用パワー筋トレ
（４０分）

アクアビクス
（４５分）一般利用燃焼ウォーク

（４０分）
ルンルンステップ
（４０分）１４時～

一般利用（教室終了後～２０分間　流水タイム）　※土・日曜日は１５時～１５時２０分　　　　　１５時～１９時

一般利用
一般利用よくばりアクア

（６０分）
パワー筋トレ
（４０分）

燃焼ウォーク
（４０分）

メンズエクサ
（４０分）

脚力のすすめ
（４０分）１９時～

一般利用（教室終了後～２０分間　流水タイム）　※土曜日は１９時４０分～２０時　　～２０時３０分

＊「流水タイム」は、時間内でフローマシンを利用できます。開催時は１コース使用しますのでご了承くだ
さい。（日曜日は１５時のみ）

＊　初めてプールに入る方は個別に対応しますので、プールスタッフに声をおかけください。

　

左
の
と
お
り
で
す
。

プ
ー
ル
教
室
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

保
健
福
祉
課 
健
康
推
進
班

　
　
�
�
6
9
8
7

か
み
ん
プ
ー
ル

清
掃
・
点
検
等
の
た
め
の
休
止
期
間

　

７
月
６
日（
月
）〜
９
日（
木
）

プ
ー
ル
・
浴
室
休
止

保
健
福
祉
課 
健
康
推
進
班

　
　
�
�
6
9
8
7
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わが家の
ア�イ�ド�ル

 浅 野   
あ さ の

 優 也   さん
ゆ う や

　先月号の田北さんからめぐって、浅野さんにお
逢いしました。
『田北さんとは同級生で、高校では同じラグビー
部でした。今もたまに会って、お酒を飲んだりし
ています。中富良野町出身で、上富良野消防署に
勤めて５年目になります。仕事が不規則なので、
体調管理が大変ですが、仕事はやりがいがありま
す。スポーツが好きで、夏は野球、冬はスノーボー
ドをしています。野球は、中富良野のクラブチー
ムに入っていて、去年・一昨年と全道大会にも行き
ました。時間のあるときは、練習にもできるだけ
行くようにしています。今年の目標は、救助訓練
の大会で、全国へ行くことです。自信は…なくは
ないです。野球やラグビーなどスポーツ観戦にも
出かけたいです。最後に「住宅用火災警報器の設置
は、平成２３年５月３１日までとなっていますが、大切
な命を守るため、早期に設置をお願いします。」』

昭和５９年生まれ
南町１丁目

　セイヨウオオマルハナバチは
トマトなどのハウス栽培で受粉
作業の省力化などのために国外
から輸入されたハチです。
「特定外来生物」に指定された
ことから、個体がハウスから逃
げないようネットを張るなどの

対策が必要となっていますが、既に逃げ出して野生化
し、全道各地で目撃・捕獲されるなど、在来種のハチ
や生態系への悪影響が懸念されています。
詳しくは、道庁ホームページで。防除活動の参加者も募集中！
　
http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/skn/alien/seiyo/seiyo_top.
htm

CO2削減/ライトダウンキャンペーン
　キャンペー
ンに参加する
ことで、照明
にあふれた生
活を改めて実
感し、地球温
暖化問題につ
いて考えてみ
よう。

　環境省ホームページ　http://coolearthday.jp

セイヨウオオマルハナバチの駆除

み ん なの 伝 言 板

おおむね２歳から就学前の
お子さんを募集しています

町民生活課自治推進班
��６９８５

特徴�鮮やかな黄色と黒
のストライプ、白いお尻

セイヨウオオマルハナバチの防除従事者 (従事者番号 上川第００４号)
　江良義正(南町３丁目)　携帯０９０‐３７７５‐３３５３

※２００８年 町内での捕獲数  ２,８１９

谷 口        紋
たにぐち

    音
も

     ちゃん

ね

     　   （１歳７か月）　　　　　

� 茂正さん・藍さんの子 � � 益三さん・美佐さんの子 �

金子      咲樂
か ね こ

      ちゃん宝永
さ ら

       く
ん  

たかなが

     　（５歳11か月　 5歳11か月）

発見したら連絡を！発見したら連絡を！
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� ‐高田幼稚園‐�
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『コップと歯ブラシ』 『コップと歯ブラシ』
鴻 上       大 和
こ う が み

      くん
や ま と

（平成１５年生まれ）
鯉 江       泉 美
こ い え

      ちゃん
い ず み

（平成１５年生まれ）

食育の食育の 推推進進

問合せ　町民生活課生活環境班
　　　　�６９８５

目からウウロロココ ほどでもない ごみ出し法
�プラスチックごみ編�

『迷惑ですよ！』の巻その１

『わからないよ～』の巻その２

「収集されなかったごみの
何がダメだったのかわから
ない」ということ、ありま
すよねぇ～？
　町では、緊急雇用対策と
して、２名の臨時職員を雇
用し、８月上旬まで、ごみ
ステーションに残されたご

みの何がダメだったのかを詳しく表示しますので、表示
に従って、再分別をお願いします。
　また、分別の際に「わからないよ～」の場合は、気軽に
お問合せください。

レッドシールがはられ、収集
されずにごみステーション
に残されたごみは、必ず自分
で持ち帰り、再分別しましょ
う。
「誰かがやってくれるべ～」
なんて考えは、同じごみス
テーションを使う人に迷惑
です！

＜生産状況＞
　冬野菜のブロッコリーは
冷涼な北海道に適し、大自
然の恵みをいっぱいに受け
て甘味の増したブロッコ
リーが育ちます。近年、緑
黄色野菜の需要の高まりに伴って生産量も増加し
ており、町でも約３０戸の農家が栽培しています。
＜栄　養＞
　ブロッコリーには、イチゴの２倍、キャベツの４
倍、レタスの２７倍ものビタミンＣが含まれていま
す。ウイルスに対する抵抗力を高め、風邪の予防
やストレスの軽減、疲労回復のほか、お肌の美容に
も効果が期待されます。健康な体を作っていくた
めに不可欠なビタミンＢ群も多く含まれており、
不足しがちなカリウム、カルシウムも含まれてい
ます。ビタミン、ミネラルをバランスよく含んだ
栄養たっぷりの緑黄色野菜です。
＜保存と料理＞
　長期保存は適していませんが、数日間の保存は
水洗いせずポリ袋に入れて密封し、冷蔵庫の野菜
室で保存します。マヨネーズをたくさんかけると
高カロリーになるので、たくさん食べるときは、和
風の煮物やからししょうゆあえ、酢じょうゆあえ
などがお勧めです。

ー上富良野産野菜の紹介ー上富良野産野菜の紹介ーー

『ブロッコリー』『ブロッコリー』

問合せ　ラベンダーハイツ��2300



町へ
◎花輪俊夫さん（旭川市）　３万円

社会福祉協議会へ
◎社団法人旭川地方隊友会上富良野支部

　　　　　　　　　48,520円

◎山本政博さん　　　１万円

上富良野消防署へ
◎座間小太郎さん　　５万円

たくさんの善意
ありがとうございました

■発行／上富良野町
■編集／町民生活課自治推進班
■印刷／�上富印刷

■ご意見・ご感想をお寄せください
　�０７１‐０５９６
　北海道空知郡上富良野町
　　　　　　大町２丁目２番１１号
　�０１６７�６９８５　�０１６７�５３６２
http://hp.town.kamifurano.hokkaido.
jp
jichi@town.kamifurano.lg.jp

● 人のうごき ●

平成２１年５月３１日現在
(　)は前月比

(－２４)12,０７４人人口

(－１９)６,０８１人男

(－５)５,９９３人女

(－１３)5,３２９世帯世帯
５月２７日　太平洋・島サミット記念植樹

広報かみふらの ２００９.６   �

� 「紫外線 」

　６月の道北地方は、１年の中でもさわやかで穏やかな
日が多く、レジャーなどで外出の機会も増える季節です
ね。
　しかし、夏本番前であっても６月は７月や８月と並ん
で太陽からの紫外線が１年の中で最も強い時期です。

　紫外線を浴びすぎると、皮膚ガンや白内障などの病気になりやすい
ことがこれまでの国際的な研究で明らかになってきています。紫外線
は、一般的に晴れの日は強く、雲が厚いほど少なくなる性質がありま
す。
　１日の中では正午前後の数時間が
強くなりますので、良く晴れた日中
に外出するときには、長袖シャツや
帽子、サングラスを利用するなど十
分な紫外線対策をした方が良いで
しょう。
　また、屋外にいる人は、上空から地上に向かう紫外線を浴びるだけ
でなく、地表面で反射された紫外線も浴びています。（下表）

　上空からの紫外線に対して帽子や日傘
の利用は有効ですが、地表面から反射し
てくる紫外線についても忘れずに、総合
的な紫外線対策をとることが大事です。
　世界保健機構（ＷＨＯ）では、紫外線の
強さを示すＵＶインデックスを使った紫
外線対策を勧めており、環境省からＵＶ
インデックスに応じた具体的な紫外線対
策が示されています。気象庁では、ＵＶ
インデックスを用いた紫外線の強さの予

測や実際に観測された結果などをホームページで提供していますので
参考にしてください。

旭川地方気象台ホームページアドレス
　　http://sapporo-jma.go.jp/asahikawa.html
問合せ　旭川地方気象台 総務課　�0166�7101

　５月号の無料登記相談所の開設時間に
誤りがありましたので、訂正してお詫び
します。
　（正）　１３時～１６時
　（誤）　１０時～１６時

地表面での紫外線反射率

８０％新雪

１０～２５％砂浜

１０％アスファルト

１０～２０％水面

１０％以下草地・土


